
私たちの存在意義

スタートアップ支援で

日本の再成長へ
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会社概要・沿革

2013.4 ウィルグループ子会社セントメディア（現:株式会社ウィルオブ・ワーク）のネットジンザイバンク事業部発足

2016.9 会社分割により、株式会社ネットジンザイバンクを新設（ウィルグループ100%出資子会社）

2018.3 フォースタートアップス株式会社に社名変更

2020.3 東京証券取引所マザーズに上場（証券コード 7089）

2021.5 フォースタートアップスキャピタル合同会社設立（当社100％子会社）

2021.8 フォースタートアップス1号投資事業有限責任組合設立

2022.4 東京証券取引所の市場再編に伴い、マザーズからグロース市場に移行

フォースタートアップス株式会社会社名 for Startups, Inc.英文社名

設立 2016年９月

本社所在地 東京都港区六本木1-6-1 泉ガーデンタワー 36F

（サテライトオフィス）
CIC Tokyo
東京都港区虎ノ門 1-17-1虎ノ門ヒルズビジネスタワー 15階

正社員数 142名 （2022年9月末）

資本金 2億26百万円 （2022年9月末）

事業内容
成長産業支援
-タレントエージェンシー&オープンイノベーション事業
-ベンチャーキャピタル事業

取引先企業数 700社以上

職業紹介許可番号 13-ユ-307946

グループ会社
フォースタートアップスキャピタル合同会社
（100%子会社）
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MVV：ミッション・ビジョン・バリュー

私たちが掲げる「（共に）進化の中心

へ 」というミッションは、 ”進化の中心と

は何か” を、時代に合わせて常に問い、そ

の目標をアップデートし続けていく姿勢を

も表現しています。また、あえて “（共

に）” という表現にしている理由は、「支

援者」という立ち位置のみならず、時には

自らも時代を創る「主体者・創造主」にも

なる覚悟を示しています。

「世界で勝負できる産業、企業、サービ

ス、人を創出し、日本の成長を支えてい

く」ために、”for Startups” をビジョンと

して掲げ、ヒューマンキャピタルを中核

とした成長産業支援事業に取り組んでい

ます。

VisionMission

Startups First

全ては⽇本の成⻑のために。スタートアップスのために。

Be a Talent

スタートアップスの最たる友⼈であり、パートナーであ

り、⾃らも最たる挑戦者たれ。そして、⾃らの⽣き様を

社会に発信せよ。

The Team

成⻑産業⽀援という業は、TEAMでしか成し得られない。

仲間のプロデュースが、⽇本を、スタートアップスを熱

くする。

※スタートアップス＝『進化の中⼼』にいることを選択する挑戦者達

Value
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1992 1997 2002 2007 2012 2017 2022

日本が抱える大きな社会課題

世界競争力ランキング

1位 34位

世界の平均賃金の推移

IMD世界競争力ランキングより当社作成

1991 1996 2001 2006 2011 2016 2021

米国

日本

英国

韓国

失われた数十年：日本は、国際競争力が年々低下する社会課題に直面している

OECD (2022), "Average annual wages", OECD Employment and 
Labour Market Statistics (database)

• 30年で大きく後退

• 2022年には34位と過去最低の結果

• 企業の意思決定の迅速さや起業家精神からなる

「経営プラクティス」の項目は最下位（63位）

• 各国成長しているが、日本は30年横ばいが続く

• 2021年で、OECD加盟34か国中24位

• G7で最下位、韓国よりも低い

1992年 2022年

⽇本の順位推移 平均賃金推移

24位

2021年
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日本の国際競争力挽回の必要性

出所）1989年のデータはダイヤモンド社のデータ（https://diamond.jp/articles/-/177641?page=2）を参照。2022年のデータはWright Investors’ Service, Incのデータ（https://www.corporateinformation.com/Top

-100.aspx?topcase=b#/tophundred）を参照（2022年1月14日時点） 参照URL： https://media.startup-db.com/research/marketcap-global-2022

日本の国際競争力を挽回するためには・・・

スタートアップによるイノベーション創出が不可欠

約30年で日本企業が伸び悩み、米国スタートアップが起こすイノベーションが世界を席巻する

https://media.startup-db.com/research/marketcap-global


© 2022 for Startups, Inc. 5

【時価総額合計】GAFAM＞＞東証プライム ※2022年6月時点

265

672

154

960

東証一部

2012.6

東証プライム

2022.6

GAFAM

2012.6

GAFAM

2022.6

約6.5倍

約2.5倍

GAFAMは10年で加速度的成長を実現し、5社で東証プライム市場全体の時価総額を上回る

→ Next GAFAMを創ること(＝新産業創出)が重要な国家戦略となる時代へ

（兆円）
時価総額

出所）東証：東京証券取引所統計月報、GAFAM：当社集計、10年前の数字は為替の影響を除いて算出（2022年6月1ドル135.68円で換算）
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日本のスタートアップを取り巻く現状

米国 ⽇本

ユニコーン企業数

(2022年7月時点)

米国 ⽇本

スタートアップ資金調達額

(2021年)

646社

6社

約40兆円

約1兆円

出所）米国：CB Insights 2021 State of Venture Report

日本：STARTUP DB 2021年完全版_国内スタートアップ投資動向レポート

出所）米国：CB Insights The Complete List Of Unicorn Companies (As of July 2022)

米国にはNext GAFAMを生み出すための圧倒的なエコシステムが存在

このエコシステムこそが、新たな雇用機会を創出し、賃金向上・収入拡大につながる
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成長企業に資本を集中させ、持続的成長のためのエコシステムを形成

米国シリコンバレーのテックエコシステム6つの要素

当社の注力４領域：成長産業支援事業

資金大企業 行政人的資本

タレントエージェンシー ベンチャーキャピタルオープンイノベーション

*出所）“Stars Aligning: How Southern California Could Be the Next Great Tech Ecosystem MARCH 20, 2018” https://www.bcg.com/publications/2018/stars-aligning-southern-california-next-great-tech-ecoysystem

JETRO調査レポート「南カリフォルニアのスタートアップ・エコシステム（ロサンゼルス（シリコンビーチ）、サンディエゴ、アーバイン）（2020年4月）」 https://www.jetro.go.jp/world/reports/2020/02/03dcf4dbb17e3f7c.html

HUMAN CAPITAL
人的資本

スタートアップを立ち上げ、運営、参加する能力の

高い人材が豊富であることと、エコシステムの成長

につながる自信及び勢いのある起業家の存在

FINANCIAL CAPITAL
金融資本

スタートアップを資金面で支援する豊富な資本と

適正なリスク許容度を持つ投資家の存在

STRONG UNIVERSITY SYSTEM
強力な大学システム

シンプルかつ効率的なライセンスプロセスに基づく

知的財産生成の仕組みとエコシステムに統合された

大学システム

STRONG CORPORATE ENVIRONMENT
強い企業環境

関連専門分野における大手（Fortune 500）企業、

及び起業家を生み出しイノベ ーションをスピンア

ウトできる企業の存在

ADEQUATE INFRASTRUCTURE
充実したスタートアップ支援体制

法律、PR、人材雇用などの専門サービスや物理施

設（コワーキングスペース、研究ラボ等）の提供

CULTURE CONDUCTIVE TO INNOVATION
イノベーションを促進する文化

機動性及びリスクを取る精神と、時間をかけて順応

するために 十分な多様性を備えたエコシステムの

存在

https://www.bcg.com/publications/2018/stars-aligning-southern-california-next-great-tech-ecoysystem
https://www.jetro.go.jp/world/reports/2020/02/03dcf4dbb17e3f7c.html
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独自のスタートアップデータベースにより「成長産業」を可視化し、各事業に活用

優良スタートアップを特定し、人材・資金・戦略を集中投資して勝たせるビジネスモデル

15,000社以上の

企業データ

スタートアップ

データベース

公

開

情

報

内

面

的

情

報

オンライン公開情報

・ 登記簿、官報等の公的情報

・ 調達に関するリリース情報

・ 企業ホームページ、リリース等の自社発信情報

独自

アルゴリズム

情報の整理

序列化

スタートアップ企業（VB）

・ 企業勉強会を頻繁に実施

・ 経営層との密な連携による非公開求人獲得

・ 資金調達タイミング・人材需要を的確に把握

ベンチャーキャピタル（VC）

・ 各領域におけるトップティアVCと密に連携

・ 高い成長性を示す企業を随時アップデート

・ マーケット情報のタイムリーなアップデート

スタートアップ投資

起業家や投資家との密接なリレーションにより、深い業界理

解と企業理解を有し、候補者への高い訴求力をもつ

タレントエージェンシー

覚悟をもって起業家を支え、企業の成長速度と確度を高める

ベンチャーキャピタル

起業支援 人材紹介

資金調達支援

スタートアップの成長環境（エコシステム）構築を推進

オープンイノベーション

データ販売 Public Affairs

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
成
長
産
業
市
場
の
発
展

市場の正しい把握に必要な多種多様な情報

【強み】独自のデータベースにより、成長産業市場を可視化
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政府・経済団体によるスタートアップ支援の状況

スタートアップ５か年計画の策定を公表
スタートアップ企業の資金調達を支えるための大胆な支援を実行

政府による支援策公表

スタートアップ躍進ビジョンを公表
2027年までに起業数10倍、ユニコーン企業数100社・デカコーン企

業２社以上が成長目標に据えられる（右図）

経団連からのエコシステム強化の提言

出所）経団連 スタートアップ躍進ビジョン～10X10Xを目指して～ より引用

https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2022/0317_01.html

経団連の提言で示された2027年の目標

国家戦略の重要な柱として、政府・経団連からスタートアップエコシステム強化が掲げられる
2027年に資金調達額を10兆円、ユニコーン企業数100社へする成長目標

スタートアップ支援は国策である
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スタートアップ支援で日本及び世界のサスティナブル課題を解決

官公庁

起業
支援

人材
支援

データ
提供

VC
資金

教育
機関

スタートアップエコシステムを構築

スタートアップエコシステムを構築し、スタートアップ企業を強力に支援
イノベーションとともに日本・世界のサスティナブル課題の解決に間接的に貢献

日本・世界のサスティナブル課題

環境・エネルギー・医療・福祉
教育・子育て・食・農業 ...

日本のスタートアップが起こすイノベーションで

日本・世界のサスティナブル課題を解決する

サスティナブル課題に取り組む

スタートアップを強力に支援
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フォースタートアップスが目指す姿

人材支援
スタートアップ向け

では国内最大規模

資金支援
VCと共同経済圏形成

FUSE
国内最大級のスタート

アップ向けイベント

データベース
STARTUP DBは

15,000社の情報掲載

創業６年で国内最大規模のスタートアップ支援企業に成長

起業支援
VCと連携し

起業家を複数名輩出

スタートアップ支援を通じて日本の再成長へ



世界で勝てる成長産業・成長企業を日本から生み出す。


